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1. 私のジェンドリン研究とその背景
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3. 2つの過去
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5. まとめ

講演者のこれまで

ユ ー ジ ン ・ ジ ェ ン ド リ ン が カ ー ル ・ ロ ジ ャ ー ズ の 下 で
仕事を始める前後におこなった リサーチ ・理論的考察 ・
哲学的思索を探究

ジェンドリンのアメリカ心理学会発表・シカゴ大学内紀要論文・
学位論文をもとに、当時の着想を時系列で解明

ジェンドリン初期の業績が、のちのフォーカシングの発展に
及ぼした影響を考察

心理学博士、TIFI認定フォーカシング・トレーナー、非臨床家
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2004年、ジェンドリンにインタビュー

「辺縁で考える（TAE）」
ワー クシ ョ ップに参加
（2004年ニューヨーク）

ジェンドリン本人に哲学的
背景についてインタビュー
（田中, 2005）

Lou（2021）より

ジェンドリン文献の国内受容

体験過程
何を vs いかに

4つの位相
統合失調症治療

6つのステップ
（教示法）？

実践の集大成

ジェンドリン文献の国内受容

ジェンドリン（1966） ジェンドリン（1982）

体験過程
何を vs いかに

4つの位相
統合失調症治療

6つのステップ
（教示法）

準公刊資料

伊藤（2002）

田中（2004）

ジェンドリン（1998）

実践の集大成

1. 私のジェンドリン研究とその背景

2. 「今ここ」概念の現状と問題

• 今ここ (here and now)

• 現状と問題

• ジェンドリンの研究を手がかりに

3. 2つの過去

4. 2つの時間軸

5. まとめ
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今ここ (here and now)

人間性心理学において、伝統的かつ中心的テーマの一つ

例 ： ロ ジ ャ ー ズ派のエン カ ウ ン タ ー グループ の実践 、
マ ズ ロ ー の 自 己 実 現 論 、 ゲ シ ュ タ ル ト 心 理 学 、
フォーカシング、現象学、ボディセラピー

様 々 な 分 野 が 集 っ て 語 り 合 う フ ォ ー ラ ム を 構 成 す る
ためのベースキャンプ的な役割

（佐々木, 2007, p. 1）

現状と問題

…ベーシック・エンカウンター・グループに参加した折、

比 較 的 指 示 性 の 強 い フ ァ シ リ テ ー タ ー か ら 、

「過去の話」はしないで、「今ここでの話」をするように

促された経験が私にもある。（諸富, 2009, p. 39）

現状と問題

今ここの意味は、実践者・研究者間で合意が未形成

過去の話 今ここでの話

両
立
し
得
な
い
？

両
立
し
得
る
？

ロジャーズの両義的思い

私は、過去の経験についての発言よりも 、現在の感情に

よ く 反 応 す る 。 し か し 、 願 わ く ば そ の ど ち ら も が

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の なか に あ ら わ れ てい て ほ し い 。

｢今 こ こ の こ と だ け を 話 し ま し ょ う 」 と い う ル ー ル を

私は好まない。（Rogers, 1970, p. 50; cf. 藤中, 2007, pp. 98-9）

示唆的
① グループに限らない汎用性

② ロジャーズ個人の経験則に終始
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ジェンドリンの研究を手がかりに

｢今ここ」概念を精査する一助として、ジェンドリンによる

・フォーカシング提唱前のリサーチ結果

・フォーカシング提唱後の哲学的思索

を統合した考察を提示

本講演の手順

ジェンドリン（1966） ジェンドリン（1982）

体験過程
何を vs いかに

4つの位相
統合失調症治療

6つのステップ
（教示法）

遡及的過去

準公刊資料

「今ここ」問題

Gendlin (1991)

1. 私のジェンドリン研究とその背景

2. 「今ここ」概念の現状と問題

3. 2つの過去

• 初期の心理療法リサーチ

• 想起的過去と遡及的過去

• 遡及的過去の哲学的背景

• 実践への適用

4. 2つの時間軸

5. まとめ

初期の心理療法リサーチ
(Gendlin et al., 1957; 1960)

治療の成功と相関

どの程度まで問題は過去に
焦 点 を 当 て て い た か ？
(幼少期あるいは青年期)

治療の成功と相関

どの程度クライエントは自分の
感情について話すのか

どの程度クライエントは自分の
感情を表現するのか

（Gendlin et al., 1960, p. 211）

× 〇

何を話すか

（Gendlin, 1963, p. 4）

いかに話すか
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いかに話すか

｢昨晩怖かったのです」
その当時どう感じたかを

｢今 に な っ て わかる んで す 、 昨 晩 どれだ け本当に
怖かったかってことが」
今まさにどう感じているかを

（Gendlin et al., 1960, p. 211）

表現

報告

内 容 に 関 し て は 、 過 去 の 出 来 事 で も よ く 、
例 え ば か な り 前 の 出 来 事 に つ い て
今 ま さ に 悲 し み を 強 く 体 験 し て い る
ことでもよい。（Gendlin et al., 1968, pp. 222-3）

幼少期の出来事でもかまわない

表現

後年の哲学論文における過去の場合分け

過去は2つあり、「だった(was)」という言葉の使い方は
2通りに働きうる。1つは遡及的過去で、含意されたことの
推進が起こることから作られる。もう1つは想起的過去で、
リニアな軌跡上で我々の背後にある。（Gendlin, 1991, p. 65）

2通りのwasの働き方を、初期リサーチの発言考察に適用

過去2つの

｢昨晩怖かったのです (I was scared last night)」

｢今 に な っ て わ か る ん で す 、 昨 晩 ど れ だ け 本 当 に
怖 か っ た か っ て こ と が (It comes to me now
how scared I really was last night)」

（Gendlin et al., 1960, p. 211）

内容は昨日の出来事で同一

後年のジ ェ ン ド リ ン に 依拠すれ ば 、 上記 2つ の was は 、
「混同されやすい」が「全く同じではない」（Gendlin, 1991, p. 65）

was初期リサーチ論文における

17 18

19 20



想起的過去と遡及的過去

(remembered past)

既 に 出 来 上 が っ た 静 止 的 内 容 の 報 告 。 今 の 実 感 と は
かかわりなく、常に同じ。昨晩の「怖かった」から他の何かへ
変化する見込みは今後もない

(retroactive past)

当時も何かを感じていたのかもしれないが、今になって「怖かった」と
初めて表現される。いずれは「いや、むしろ途方に暮れたんだ」と別の
形で語られる可能性も

遡及的過去

想起的過去

(田中, 2016, p. 110)

遡及的過去の国内先行研究

遡及的過去に相当する発想

言いたいことが言えたから胸のつかえがとれたのではなく、
胸のつかえが取れたことによって、それが言いたいことだったと
わかる（近田, 2002, p. 59）

≒ 推進されただった （Carried forward was）

｢あ、いま、やっとなんだったかわかった！ 私はずっと今まで
彼⼥を恐れていたんだ！」（Ikemi, 2017, p. 167）

概 念 と し て 遡 及 的 過 去 が 明 示 的 に 使 用 さ れ た の は 、
三村（2009）の哲学論文が初

プラグマティズムの哲学者、ジョージ・H・ミードの『現在の哲学』より

現在のただなかで創発的事象 (the emergent)が生じると、
過去は、創発的な観点から見直され、そうして異なる過去になる。
（Mead, 1932, p. 2）

ジェンドリンの『フォーカシング指向心理療法』より

現在が過去に新しい機能、新しい役割を与える。新しい役割の中で、
過 去 は 異 な っ て 「 切 り 取 ら れ る 」 。 過 去 が 異 な っ て
解釈されるだけでなく、むしろ、新しい現在において異なって
機能する。（Gendlin, 1996, pp. 14-5）

遡及的過去の哲学的背景 ラグビーのパス
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今になってわかるんです、昨晩どれだけ
本当に怖かったかってことが

昨晩怖かったのです 想起的過去

遡及的過去

必要

２つのwas、実践への適用

相手がフェルトセンスを過去形で話すようになったとき…は、
ただ｢今もそんなふうな感じですか｣と質問してください 。
そ う す れ ば 、 現 在 の か ら だ に 戻 る こ と が で き ま す 。
（｢は い｣と い う 答 え に な る か も し れ ま せ ん し 、
「 い い え 、 今 の 感 じ は …｣と な る か も し れ ま せ ん 。 ）
（コーネル, 1996, p. 113）

不要

1. 私のジェンドリン研究とその背景

2. 「今ここ」概念の現状と問題

3. 2つの過去

4. 2つの時間軸

• 体験と体験過程

• 2つの時間軸の提示

• ロジャーズの「今ここ」再解釈

• F.パールズ読解

5. まとめ

体験と体験過程

ふさわしい用語に恵まれなかったがために 、

現在の体験 (present experience) こそ大切なのだ

というロジャーズの見解はあちこちで誤解されてきた。

クライエントは過去の体験に取り組む必要などないのだ

という意味にとられてきたのである。

ロジャーズの見解をそのようにとると、彼の言う現在とは、

概念的な内容のことを指すのだということになって

しまう。ロジャーズは誤解され、クライエントは現在の

生活の内容だけに取り組めばよいのであって 、

幼 少 期 の 体 験 に 取 り 組 む 必 要 な ど な い と

言いたかったかのように受け取られてしまっている。

25 26

27 28



だが、ロジャーズが言いたかったのは、取り組む

概 念 的 な 内 容 が 過 去 の も の で あ ろ う と 、

現 在 の も の で あ ろ う と 、 ク ラ イ エ ン ト は

現 在 の 体 験 過 程 (present experiencing) を

通してだけ、うまい具合に問題に取り組むことができる

ということなのである 。 （ Gendlin, 1958, p. 13;

Gendlin, 1962, pp. 237-8 ）

体験と体験過程

〇

2つの時間軸

体験過程
experiencing

体験
experience 過去

現在（表現）

現在

過去（報告）

〇

× × 私にはこの嫌悪の
感 情が あ っ て 、
それはあなたに
対するものです

想起的

遡及的

私は、過去の経験についての発言よりも、現在の感情に

よ く 反 応 す る 。 し か し 、 願 わ く ば そ の ど ち ら も が

コミュニケーションのなかにあらわれていてほしい 。

｢今こ この こ とだ けを話 し ま し ょ う 」 と い う ルー ルを

私は好まない。（Rogers, 1970, p. 50）

ロジャーズの「今ここ」再解釈

〇

体験過程
experiencing

体験
experience 過去

現在（表現）

現在

過去（報告）

〇

× ×

｢今 こ こ の
こ と だ け を
話しましょう」

29 30

31 32



〇〇

体験過程
experiencing

体験
experience 過去

現在（表現）

現在

過去（報告）

× ×

どちらもがコミュニケーションの
なかにあらわれていてほしい

F.パールズ読解
‘Here and now therapy’の章より

過去の出来事を思い出すだけでは不十分で、その出来事へ

心理劇のように戻っていく必要がある。…経験の記憶、

つまり単に経験について語ることは、経験を過去の堆積物

として放置することであり、ポンペイの遺跡と同じくらい

生気を失っている。経験をうまく作り直す機会は残されて

い る の に 、 生 き 生 き と 呼 び 戻 さ な い の で あ る 。

（Perls, 1973, pp. 65-6）

×

〇

体験過程
experiencing

体験
experience 過去

現在（表現）

現在

過去（報告）

〇

×

心理劇のように戻っていく

生き生きと呼び戻す

うまく作り直す

過去の出来事を思い出すだけ

単に経験について語る

〇

体験過程
experiencing

体験
experience 過去

現在（表現）

現在

過去（報告）

〇

× ×

「今ここ」にある過去
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1. 私のジェンドリン研究とその背景

2. 「今ここ」概念の現状と問題

3. 2つの過去

4. 2つの時間軸

5. まとめ

• 「今ここ」の捉え直し

• 研究スタイルとしての遡及的過去

「今ここ」の捉え直し

ジェンドリンは、ウィスコンシンで統合失調症治療に
従事する前の時点で、のちのフォーカシングを支える
リサーチに着手していた

彼の初期のリサーチ結果と後年の哲学的思索を
統合的に考察すれば、人間性心理学における
「今ここ」の重要性を議論するための一つの指針を
与えることになるだろう

「今ここ」の捉え直し

× 「過ぎたことを蒸し返したって仕方がない」と一律に
断定

〇 過去の出来事によって現在や未来が既に決まって
しまっているという考え方への反論

過去の出来事を現在の体験過程を通して
意味づけ直していたら、「今ここ」を大事にしている

研究スタイルとしての遡及的過去

体験過程
何を vs いかに

遡及的過去

準公刊資料

「今ここ」問題

Gendlin (1991)
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